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「済生会天野病院U扱誘致総攬力

市議会3特別委員会が報告

　

9月定例市議会の最終日9月26

日の本会議で、市議会交通対策特

別委員会など3つの特別委員会か

ら、これまでの審議や活動の経過

が報告され、3委員会とも引き続き

存続・活動していくことが了承さ

れました。報告の概要をお知らせ

します。

越美線全通を断念

交通対策特別委員長報告

　

｜｜府｜155年新線建設の凍結・中ll－．

が打ち出され、昭鮪52年には国欽

が民営化されました。こうした中

で新線の建設け、民営または第3

セクターによる万法が残されてい

ますが米年4庄までに採算の見込

みをえてて運輸大laのに示仝受け

なければなりません。したがって

令通は断念せざるを得ず、促進同

樅会述作会の解散も了承しました

　

次に赤字路線バスのノに本線は、

地元負担の世帯当たり糾が他の3

ににも｜つており、負抑及落も木

本地区だけになっているのは問題

です。水本以外の沿線集落にも負

批を求め、さらに市としてリソー

ト閔係路線として存続させるのな

ら補助すべきとの意見がでました

　

旧道157号・158号の改修につい

ては、旧の直轄工畑こしてもらう

よう、強く働きかけるべきです。

ダム建設や地下水かん養

水行政対策特別委員長報告

　

巾が今回まとめた水資源lヽ」資策は

水源別には表流水や地ド水など3

つに、使用［｜的別には生活川・農

業用・ll匙川・消雪｀川など6耳田に

分け、さらに期間的には中間（昭

和75年までぃ）と長期（76年以降）

に分けて、水の必要以や不址川：を

于測し、その対策仝示しています工。

　

中期的な昆とおしとしては下表

のとおりで、地ド水はかんがい期

には現状を守って行けば址ります

が、秋川から冬にかけての非かん

がい間には1日当たり1ノムの水

が不足します、この対策としては

追路消雪‘に使われている地下水を

河川水に転換する必要がありま乍

しかし表流水は現在も不址してお

り、農抑↑j水のI町利川などを進め

てもなお年間を通じて不足か于測

されます。この対策としては打波

川・清滝川・赤根川など中小河川に

多「1的ダムを設けるなど新たな水

源の開発が必要です。そのほか地

ド水のかん毀や巾民愚識の変革、

農業川水の町利用なども進めます。

また長期的には地下水利川による

ll水道も必要とされています。

　

この計川は、水資源の浪費に対

する認識が｜［いとの少数意腿もあ

りましたが、特別委口会としては、

現時点での辰人公約数的な計画で

あるとして賛成しました。

内科など10科目程度要望

総合病院対策特別委員長報告

　

委八会は3川こ、没ヤIしされました

が、既に進出の意向を示していた

民間の2病院を硯察し、7月には

県済生会病｜完を訪ねました。その

際、藤沢院長は個八的な見解とし

ながらも「大野市への進出は高度

医療仝提供し、社会に本仕すると

いう済生会病｜亮の坊ノト理念に坊づ

いて、中。なる分｜完としてではなく

総合的な病｜亮として考えたい」と

述べられました。8川こ小された

　

レ済生会病｜亮の誘致が望ましい」

とのPI！■）け？の愚向を受けて、診療

F山寺の検討に入りました。その

後医師会・議会・肛川川iれの三名‘

で小喬k工｜会を設置し、｜私議を屯ね

ていますが、yl称は［済生会人野

病｜亮］、診療ぞ山は大野にない科目

をはじめ内枡・外科・小児科など

坊礎的なものを含めて10刊干1程度

を要望していくことで介愚してい

ます。今後建設時間やベヴド数を

はじめ諸問題をクリヤーして済生

会病院との｜私議を進め、い期実現

に向けて収り組んでまいります1つ

中期（昭和66～75年）水資源対策の概要 ・工唯位lII’liたりr丿シj

水源別 夕節別 必要な：l；：
供給
できる：l；：

不足

する：1；L

現状の中で

灯心するり：

新たに確保しなけ

ればならない4：l

地下水

かんがい間

川～9巾 124 135 － － －

非かんがい期　

（10～3月）
96 86 10 － 10

表流水

く河川水）

かんがい間

（4ヽ9月）
2，670 2，606 64 － 64

非かんがい期　

（10～3月）
666 534 132 92 40



むしろ迎

福井県最低賃金を改定

　

10月1日から県内の全’im所・

労働者を対象とする最低回分か改

定され、日額3ぶ58円、時間給額

（1時間）458円となりました。

　

これにより、県内の催業所の使

用者は、雇用するすべての労働者

に対して、この最低持分以土の貫

金を支払わなければなりません。

　

この貫分には、精皆勤手当・通

勤手当・家族手当、臨時に支払わ

れる貫金、時間外・休日労働貫分

などは含まれません。また、食料

品・飲料・飼朴製造支などの7つ

の産業部門で働く労働者について

は、この「福井県皺低持分」とは

別に、それぞれの産業における最

低持令が決められ、その額が適用

されますので、ご注愚ください。

　

詳しくは、大野労働J，糾‘監。忖桝

　

（弥生町1－31L66－3838）へお

尋ねくださいっ

人権擁護委員に明石桧子氏

　

新たに法務人臣から明石持j’・さ

ん（中湊川31－13－1S65－556（））が

人情擁駿聡出こ委嘱されました。

人恬擁駿が田よ、民間人による人

楡の番人です。お気軒にご紅淡く

ださい。人桔悩みごと相談浦丿j

2o川午後1時30分から巾役所で）

も併せてご利用ください。巾内の

他の喬□は次のとおりです。敬称

略。題内計社員利。

l〉人門俊我（錦町・66一2791）

（〉中村定一丿不動堂・67－1893）

【〉田中安典イぐ人神町・66－4039】

C〉珪尾治郎がヱ門（佐開・65－8215）

歴史民俗資料館で

　

「越前大野刀剣展」

　

巾内に所蔵されている笑術刀剣

をー－エ；；‘1：Cこ染めた「越前大野刀剣展」

が，歴史民俗資料館で開かれます，

開催期間1（田29田寸．）～11月27

　　　

日叶1）．ただし．1［田31日，

　　　

11月4・7・14・2H］は休館．

開館時間C〉平日．‥午前9時～午

　　　

後4哨〉日・祝祭日…’卜前

　　　

叫昨～価後5時

展示内容江戸時代初期の人野の

　　　

ノJ工・鳥僑吉重作脇差（工it／

　　　

指定文化財）など市内所蔵

　　　

の刀剣約30点と、県立防物

　　　

館所蔵の越前［11康継作短刀

　　　

など5点。

入館料人八100円、子供（小・中

　　　

学生）50円。｜寸｜体割引あり。

準備休館F刀剣展」叩備のため、

　　　

1（川21日（分）～28日（分）は

　　　

休館します。あらかじめご

　　　

了承ください。

福祉ボランティア基金

　

郷土諸家有志作品頒布会

　

巾社会福祉協議会では、市に在

住またはゆかりのある川家、書道

家、写八家などの協力を得て、11

月2・3日に作品頒布会を開きます。

　

収益金は、福祉ボランティア活

動を推進する基金となります。皆

さんのご協力をお願いします。

日時【〉11月2［・｜（水）午前10時

　　　

～午後411肩〉11）J3［工1（木）

　　　

午前9時～午後5時

会場市役所1階第3会議室

内容美術諸家有志から寄贈さ

　　　

れた絵川・占・写ら・彫刻

　　　

工・・陶器などの作品を展

　　　

示、人札で落札した人に版

　　　

売し工ます。

開
成
中
学
校
に

　
　

新
型
7
ク
ー
ル
バ
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開成中学校にこのほど、新型

のスクールバスがお目見えしま

した。以前のバスが老朽化した

ため、844万円で購人したもので。

同校生徒の送迎をはじめ各種学

校行事に利用されるほか、冬季

問は市営バスとして開成中日～

阿難祖・jけ村削を運行します。

ジュースを飲みながら

　　　

「お立ち酒」習う

　

鳥齢行人学が老人岫祉センタ

ーで開かれています。初日の10

月3［・十こは、㈲輔尚彦さん（日

吉町）の指導で、時々ジュ一スで

のどを潤しながら、「お立ち酒」

を習いました。

お
前
～
お
立
ち
か
ア
ー

天
狗
党
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　

大
野
4
通
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今から124年前、水戸の浪十

「大狗党」が行車した約1．100牛口

の道筋を自分たちの足でたどろ

うと、茨城県歩け歩け協会の人

たち21人が、10月4日温見峠を

越えて大野人り。木本では集落

の婦人会や市文化財保護委員の

人たちが温かくもてなしました。



　

展示作品の内訳など詳しくは、

市社会福祉協議会（豊66－1111内

線481・482）へお尋ねください。

ワープロ初心者講習会

　

大野地域職業訓練センター・大

野商工会議所主催の初心者向けワ

ープロ講習会が、次のとおり開か

れます。機器についての知識と、

効率的な利肝方法を学びます。

日時11月7日（月）・8日（火）

　　　

午前9時～午後4時

会場大野地域職業訓練センタ

　　　

ー（大野市農協会館前）

受講料3，000円

定員20人

締め切り10月29日（土）。ただし、

　　　

定員に達し次第、締め切り

　　　

ます。申し込みはお早めに。

申し込み上記職訓センター（容

　　　

65－6840）または大野商工

　　　

会議所（酋66－1230）へ受

　　　

講料を添えて申し込んでく

　　　

ださい。

県政バス「文化財号」

　

奥越地区の県民を対象に、「県政

バス教室」が次の日程で開かれま

す。雨大の場合も実施されます。

日時11月10H（木）午前8時20

　　　

分に越前大野駅前出発

コース大野駅前～県立若狭歴史

　　　

民俗資料館～明通寺～大野

　　　

駅前午後5時15分着（予定）

対象者一般（ニr・供同伴は不可）

定員55人

参加費100円（拝観料）

持ち物昼食・水筒・筆記用具

申し込み往復はがきに住所。氏

　　　

名・年齢・電話番号・出発

　　　

日・出発地を書き、〒910

　　　

福井市大手3丁目17－1県

　　　

庁広報課県民相談室へ郵送。

　

詳しくは県民相談室（酋0776－21

－1111）へお問い合わせください。

「若人の船」参加者募集

　

B＆G財団では、昭和63年度海

外体験航海「若人の船」の参加者を

募集しています。

　

「若人の船」は、規律正しい団体

生活での航海を体験し、連帯と協

調の精神を養うとともに、国際親

再にも貢献しようという趣旨で行

われるもので、全国では450人、

大野市では4人を募集します。

期間昭和64年2月23日～3IJ

　　　

9日（14泊15日）

訪問国オーストラリア

対象者18歳～30歳の男女（高校

　　　

生は除く。ただし、本業見

　　　

込みの人は可）

参加費1人18万7，000円

締め切り10月25日（火）

申し込みB＆G大野海洋センタ

　　　

ー（酋64－1311）へ。定員

　　　

に達すると締め切ります。

耳鼻科の更生相談

　

身体障害者の方を対象に、川ぷ

科の更生・医療相談が行われます。

　

県立病院の医師が診断・相談に

当たり、助言や指導を行います。

費用は無料です。ご利用ください。

日時10月28日（金）午後1時～

　　　

3時

場所保健センター

問い合わせ先

　　　　

市福祉■｜v務所福祉係（豊

　　　

66－1111内線474）

市内の交通事故状況

件数内訳 63年9月末 62年財丿末 増減

総件数 286 251 十35

人
身

’11故

件数 136 120 十16

死者 7 4 十3

叫お’ 168 152 十16

物相ljl故 150 131 十19

金田一春彦氏の

文化講演会

　

大野青年会議所では、NHK

の教養・教育番組などでおなじ

みの国語学者●金田一春彦さん

を招いて、次の文化講演会を開

催します。多数ご来聴ください。

日時10月20日（木）午後6時

　　

30分開場、7時開演（～9時）

会場市民会館大ホール

テーマ『言葉と文化一一日本

　　

語の面白さ、楽しさ、すば

　　

らしさ』

入場料無料

大野市総合文化祭芸術劇場

：：期会ミュージカル

マイ・フzア・レダ￥

とき11月1日（火）

　　　　　　

午後6時30分開演

ところ市民会館大ホール

入場料前売券1，700円

　　　　

当日券2，000円

　

前売券は，市民会館。図書館

公民館・レコード店にあります。

余席のないときは当日券は売り

ません。お求めは早めに。

体育の授業に忍術

　　

阪谷小で研究発表会

　

10月5［1、阪谷小学校で県下

から約100人の先生方が集まっ

て学校体育の研究発表会が行な

われました。3年生の授業では

いろいろな運動を忍術に見たて

てグループで競いました。



11月1日から

　

し尿汲み取り料を改訂

　

11月1日からし尿汲み取り料金

が18μ当たり95円（これまでは85

円）となり、冬期料金（普通料金

の5％増し）は廃止されます。

　　　　　　　　

－まー－－ま・覚甘Q

・

談窓口

　　　

皿〃〃－まー－－－ま皿皿皿－－－－ww¶－まーまーまー－－－ままままー－－wiw－●－－－iまーまま・－

大野保健所が開設

　

覚せい剤・シンナーなど薬物

乱用による弊害は、その人自身

の健康の問題にとどまらず犯罪

の誘因になるなど社会的、経済

的にも大きな被害をもたらしま

す。しかし、覚せい剤・シンナ

ー等事犯は近年増加しており、

県下でも昨年は過去最高の検挙者

を出しました。その中には一般市

民・主婦・青少年も含まれています。

大野市でも今年に入ってすでに12

人が検挙・逮捕されています。

　

保健所では、「覚せい剤。シンナ

ー等相談窓口」を設けました。電

話・手紙・来所いずれでも結構

です。どうぞ、大野保健所（〒

912天神町1－1容66－2076）へ

ご相談ください。また今年から

新たに民間人20人を防止推進員

に委嘱して、啓発活動にあたる

ことになりました。推進員めお

名前などは保健所へお尋ねくだ

さい。
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